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遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
│
│
中
国
出
土
裂
と
日
本
伝
来
の
錦
の
比
較
か
ら
│
│
福
本
有
寿
子
は
じ
め
に
織
物
は
経
糸
と
緯
糸
の
交
差
に
よ
っ
て
組
織
作
ら
れ
る
た
め
、
染
め
や
刺
繍
、
描
絵
な
ど
他
の
染
織
技
法
と
比
較
す
る
と
、
文
様
の
表
出
や
色
彩
表
現
が
あ
る
程
度
制
限
さ
れ
る
。
織
物
の
な
か
で
も
二
色
以
上
の
経
糸
も
し
く
は
緯
糸
を
使
用
し
て
文
様
を
織
り
出
す
絹
織
物
の
こ
と
を
錦
と
い
い
、
経
糸
に
用
い
た
色
糸
で
文
様
を
表
す
錦
を
経
錦
、
緯
糸
に
用
い
た
色
糸
で
文
様
を
表
す
錦
を
緯
錦
と
称
す
る
。
経
錦
は
複
数
の
色
糸
を
一
組
の
経
糸
と
し
て
機
に
か
け
る
の
で
、
色
の
数
だ
け
経
糸
の
本
数
が
増
え
、
緯
糸
を
通
す
際
に
糸
さ
ば
き
が
悪
く
な
る
こ
と
か
ら
あ
ま
り
多
く
の
色
糸
は
用
い
ら
れ
な
い
。
一
方
緯
錦
は
、
横
方
向
か
ら
一
本
一
本
色
糸
を
さ
し
入
れ
る
の
で
一
組
の
色
糸
の
多
さ
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
織
成
で
き
る
。
よ
っ
て
経
錦
よ
り
も
緯
錦
の
方
に
多
彩
な
文
様
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
複
様
綾
組
織
緯
錦
と
い
う
組
織
は
、
地
組
織
を
構
成
す
る
組
織
経
に
加
え
、
文
様
表
出
の
役
割
を
果
た
す
顕
文
経
が
併
用
さ
れ
る
た
め
、
細
密
な
文
様
を
織
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
綾
地
の
錦
で
あ
る
。
六
│
七
世
紀
頃
に
出
現
し
て
以
来
、
複
様
綾
組
織
緯
錦
は
各
時
代
の
様
式
を
反
映
し
て
変
化
し
な
が
ら
織
ら
れ
続
け
た
〈
挿
図
１
〉。
複
様
綾
組
織
緯
錦
は
、
三
世
紀
頃
か
ら
六
世
紀
頃
に
中
国
の
経
錦
と
西
域
に
由
来
す
る
毛
織
物
と
が
出
会
い
、
融
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
五
三
て
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑴
。
最
初
の
複
様
綾
組
織
緯
錦
は
、
表
が
緯
三
枚
綾
組
織
、
裏
が
経
三
枚
綾
組
織
で
構
成
さ
れ
る
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
で
あ
っ
た
。
染
織
品
は
生
活
の
中
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
大
部
分
が
有
機
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
劣
化
し
、
消
費
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
主
な
絹
製
品
の
生
産
国
で
あ
っ
た
中
国
国
内
に
現
在
ま
で
遺
さ
れ
て
い
る
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
遺
品
は
非
常
に
少
数
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
辺
に
位
置
す
る
日
本
の
正
倉
院
宝
物
に
は
、
数
多
く
の
美
し
い
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
裂
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
多
く
は
唐
（
西
暦
六
一
八
│
六
九
〇
年
、
七
〇
五
│
九
〇
七
年
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
裂
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
こ
の
組
織
が
奈
良
時
代
の
染
織
遺
品
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
奈
良
様
緯
錦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
〈
挿
図
２
〉。
九
世
紀
頃
に
な
る
と
複
様
綾
組
織
緯
錦
の
織
技
は
変
化
の
時
期
を
迎
え
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
と
呼
ば
れ
る
、
表
が
緯
三
枚
綾
組
織
、
裏
も
緯
三
枚
綾
組
織
で
構
成
さ
れ
た
錦
が
主
流
と
な
る
。
日
本
で
は
、
こ
の
組
織
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
染
織
遺
品
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
平
安
様
緯
錦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
〈
挿
図
２
〉。
続
く
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
末
頃
ま
で
の
染
織
遺
品
に
多
く
み
ら
れ
る
複
様
綾
組
織
緯
錦
は
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
と
同
様
に
表
も
裏
も
緯
三
枚
綾
組
織
で
あ
る
が
、
組
織
経
と
顕
文
経
の
働
き
に
区
別
が
な
い
風
通
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
鎌
倉
様
緯
錦
」
と
呼
ぶ
〈
挿
図
２
〉。
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
ル
ー
ツ
が
中
国
に
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
周
知
さ
れ
て
い
た
が
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
と
風
通
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
は
日
本
以
外
で
の
出
土
例
が
な
く
、
長
い
間
平
安
様
緯
錦
は
奈
良
様
緯
錦
に
見
ら
れ
る
唐
の
強
い
影
響
か
ら
脱
却
し
、
和
様
化
さ
れ
た
日
本
特
有
の
錦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
⑵
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
よ
り
中
国
の
遼
墓
の
発
掘
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
染
織
品
の
調
査
も
進
み
、
そ
の
出
土
品
の
中
に
平
安
様
緯
錦
と
同
組
織
の
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑶
。
遼
（
西
暦
九
一
六
年
│
一
一
二
五
年
）
と
は
、
漢
民
族
国
家
で
あ
る
北
宋
（
西
暦
九
六
〇
年
│
一
一
二
七
年
）
の
繁
栄
と
同
時
期
に
、
満
州
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
地
域
を
居
住
区
と
し
た
契
丹
人
が
建
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
四
国
し
た
遊
牧
国
家
で
あ
り
、
中
国
で
は
こ
の
錦
を
「
遼
式
斜
紋
緯
錦
」
と
呼
び
表
し
て
い
る
。
遼
式
斜
紋
緯
錦
と
平
安
様
緯
錦
の
間
に
は
織
組
織
の
み
な
ら
ず
文
様
に
も
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
発
見
に
よ
り
、
現
在
平
安
様
緯
錦
に
つ
い
て
そ
の
産
地
と
成
立
の
過
程
を
再
考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
⑷
。
平
安
様
緯
錦
は
、
そ
の
遺
品
の
少
な
さ
か
ら
系
統
立
て
た
研
究
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
遼
式
斜
紋
緯
錦
の
文
様
や
、
遼
代
の
そ
の
他
の
工
芸
品
や
絵
画
等
の
文
様
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
を
行
な
っ
た
結
果
、
九
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
、
時
代
と
と
も
に
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
文
様
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
平
安
様
緯
錦
、
遼
式
斜
紋
緯
錦
、
両
方
を
合
わ
せ
て
も
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
遺
品
の
数
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
見
ら
れ
る
文
様
の
変
遷
を
辿
っ
て
ゆ
き
た
い
。⑸
一
平
安
様
緯
錦
を
取
り
巻
く
問
題
点
平
安
様
緯
錦
の
主
要
な
例
と
し
て
は
、「
双
鳥
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
３
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
大
寺
の
僧
奝
然
が
宋
へ
渡
航
中
の
西
暦
九
八
五
年
、
台
州
の
開
元
寺
に
て
現
地
の
仏
師
に
命
じ
て
作
ら
せ
持
ち
帰
っ
た
、
清
凉
寺
所
蔵
釈
迦
如
来
立
像
の
胎
内
納
入
裂
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
年
代
と
制
作
地
が
は
っ
き
り
と
す
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
他
に
は
、
鳥
羽
法
皇
が
発
願
、
後
白
河
法
皇
が
神
護
寺
に
奉
納
し
た
一
切
経
経
帙
の
縁
裂
の
「
花
菱
鳥
襷
文
様
錦
」〈
挿
図
４
〉
や
二
種
類
の
「
唐
花
文
様
錦
」〈
挿
図
５
〉〈
挿
図
６
〉
も
平
安
様
緯
錦
で
あ
る
。
こ
の
経
帙
は
一
部
に
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
の
銘
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
神
護
寺
古
文
書
『
高
雄
山
神
護
寺
規
模
殊
勝
之
条
々
』
に
、
後
白
河
院
が
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
に
一
切
経
を
安
置
し
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
帙
は
一
二
世
紀
の
製
作
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
く
後
白
河
法
皇
、
も
し
く
は
高
倉
天
皇
が
厳
島
神
社
に
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
厳
島
神
社
所
蔵
の
古
神
宝
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
半
臂
」〈
挿
図
１
│
ｂ
〉〈
挿
図
７
〉
の
表
裂
も
平
安
様
緯
錦
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
出
土
し
た
遼
式
斜
紋
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
五
緯
錦
の
例
と
し
て
は
、
西
暦
八
七
四
年
正
月
四
日
の
法
要
を
最
後
に
閉
ざ
さ
れ
た
唐
代
の
遺
跡
、
法
門
寺
の
地
宮
か
ら
出
土
し
た
「
鸚
鵡
文
様
錦
」〈
挿
図
８
〉
や
、
黒
水
城
遺
跡
⑹
か
ら
出
土
し
た
幡
の
錦
〈
挿
図
９
〉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黒
水
城
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
錦
は
、
神
護
寺
経
帙
の
「
花
菱
鳥
襷
文
様
錦
」〈
挿
図
４
〉
と
の
類
似
が
河
上
繁
樹
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑺
。
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
法
門
寺
出
土
の
遼
式
斜
文
緯
錦
「
鸚
鵡
文
様
錦
」
で
あ
り
、
趙
豊
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
こ
の
鸚
鵡
の
図
像
は
唐
代
の
絵
画
〈
挿
図
１０
〉
に
通
じ
る
唐
風
の
錦
で
あ
る
⑻
。
こ
の
よ
う
な
向
い
鳥
の
文
様
は
鸚
鵡
以
外
の
鳥
文
様
に
も
多
く
使
用
さ
れ
る
構
図
で
あ
り
、「
双
鳥
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
３
〉
や
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
」〈
挿
図
７
〉
の
よ
う
に
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
他
に
も
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
所
蔵
の
『
古
錦
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
平
安
様
緯
錦
「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
１１
〉
に
も
同
様
の
文
様
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」
の
鳥
の
肩
部
分
に
み
ら
れ
る
突
起
は
、
先
述
の
清
凉
寺
所
蔵
「
双
鳥
丸
文
様
錦
」
の
分
か
れ
た
羽
先
に
共
通
す
る
。
こ
の
鳥
の
頭
部
に
見
ら
れ
る
冠
羽
状
の
も
の
は
、
海
東
青
と
い
う
猛
禽
類
を
あ
ら
わ
し
た
遼
代
の
刺
繡
「
鷹
鹿
雲
丸
文
様
刺
繡
裂
」〈
挿
図
１２
〉
に
よ
く
似
る
。
海
東
青
は
満
州
に
流
れ
る
松
花
江
の
周
辺
に
生
息
す
る
ハ
ヤ
ブ
サ
の
一
種
で
あ
り
、
狩
猟
を
好
む
契
丹
人
は
満
州
を
居
住
地
と
し
て
い
た
服
属
民
族
女
真
に
対
し
て
海
東
青
の
献
納
を
強
い
て
い
た
。
そ
の
誅
求
の
激
し
さ
が
、
女
真
族
の
反
遼
決
起
、
ひ
い
て
は
遼
の
滅
亡
を
引
き
起
こ
し
た
と
も
言
わ
れ
る
⑼
。
挿
図
１２
の
よ
う
に
、
海
東
青
に
よ
る
鷹
狩
り
を
表
現
し
た
モ
チ
ー
フ
は
遼
の
染
織
品
や
壁
画
等
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
冠
羽
が
な
い
海
東
青
の
例
〈
挿
図
１３
〉
も
あ
る
。
こ
の
「
双
鳥
牡
丹
文
様
錦
」
は
個
人
蔵
の
遼
式
斜
文
緯
錦
で
、
海
東
青
の
み
を
浮
き
織
り
で
印
象
的
に
表
現
し
た
珍
し
い
裂
で
あ
り
、
こ
の
海
東
青
は
厳
島
神
社
所
蔵
の
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
」
の
鳥
や
『
古
錦
帖
』
の
「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」
の
鳥
の
形
状
に
類
似
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
双
鳥
丸
文
様
錦
」
や
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
」、「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」
の
鳥
文
様
は
海
東
青
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
先
述
の
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
初
出
が
中
国
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
や
は
り
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
ル
ー
ツ
は
中
国
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
以
前
に
行
っ
た
文
献
研
究
で
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
「
唐
錦
」
と
い
う
語
の
変
容
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
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遼（契丹）
北宋
南宋
金
西夏
元
新羅
高麗
奈良
平安
鎌倉
618
907
950
916
1125
1127 1115
698
926
918
710
710
1192
を
辿
っ
た
と
こ
ろ
、
平
安
様
緯
錦
に
先
行
す
る
奈
良
様
緯
錦
も
「
唐
錦
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
西
暦
九
〇
〇
年
頃
か
ら
西
暦
九
五
〇
年
頃
に
か
け
て
「
唐
錦
」
に
変
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
⑽
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
源
氏
物
語
』「
梅
枝
」
の
明
石
の
姫
君
の
裳
着
の
準
備
を
し
て
い
る
場
面
で
、
光
源
氏
が
「
錦
、
綾
な
ど
も
、
な
ほ
古
き
も
の
こ
そ
な
つ
か
し
う
こ
ま
や
か
に
は
あ
り
け
れ
」
と
述
べ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
こ
れ
は
西
暦
に
す
る
と
九
五
〇
年
を
一
、
二
年
過
ぎ
た
頃
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
光
源
氏
は
太
宰
大
弐
を
通
し
て
手
に
入
れ
た
新
し
い
織
物
の
使
用
は
と
り
や
め
、
西
暦
九
〇
〇
年
頃
に
二
条
院
の
倉
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
古
き
」
錦
を
取
り
出
し
て
、
明
石
の
姫
君
の
準
備
に
当
て
て
い
る
。
「
な
つ
か
し
う
こ
ま
や
か
」
と
は
「
親
し
み
が
あ
っ
て
上
品
で
繊
細
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
状
景
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
西
暦
九
〇
〇
年
頃
か
ら
西
暦
九
五
〇
年
頃
に
起
こ
っ
て
い
る
錦
の
変
化
は
、
奈
良
様
緯
錦
か
ら
平
安
様
緯
錦
へ
の
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
暦
九
〇
〇
年
頃
か
ら
西
暦
九
五
〇
年
頃
ま
で
と
い
う
と
、
中
国
に
お
い
て
強
大
な
勢
力
を
ほ
こ
っ
た
唐
が
滅
び
、
大
き
な
混
乱
を
迎
え
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
日
本
の
古
文
書
や
文
献
に
見
ら
れ
る
「
唐
錦
」
の
変
容
は
、
こ
の
複
数
の
王
朝
や
国
が
興
亡
し
た
五
代
十
国
時
代
を
経
て
、
宋
や
遼
と
い
っ
た
大
国
が
出
現
す
る
時
期
に
一
致
す
る
〈
表
１
〉。
こ
の
一
致
か
ら
も
、
奈
良
様
緯
錦
と
平
安
様
緯
錦
の
生
産
地
は
日
本
以
外
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
奈
良
様
緯
錦
か
ら
平
安
様
緯
錦
へ
と
移
り
変
わ
る
要
因
は
主
に
生
産
国
の
違
い
や
権
力
あ
る
民
族
の
表 1 年表
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
七
好
み
に
よ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
文
献
上
に
見
ら
れ
る
「
唐
錦
」
で
は
な
く
実
際
の
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
は
、
西
暦
九
〇
〇
年
か
ら
九
五
〇
年
頃
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
平
安
様
緯
錦
の
分
類
平
安
様
緯
錦
に
は
、
繊
細
な
顕
文
経
の
働
き
を
生
か
し
た
様
々
な
種
類
の
文
様
表
現
が
あ
る
が
、
考
察
の
結
果
、
文
様
配
置
の
パ
タ
ー
ン
は
数
通
り
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
先
述
し
た
平
安
様
緯
錦
の
一
〇
世
紀
の
作
例
と
見
ら
れ
る
清
凉
寺
所
蔵
「
双
鳥
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
３
〉、
一
二
世
紀
ご
ろ
の
作
例
と
見
ら
れ
る
厳
島
神
社
所
蔵
の
半
臂
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
」〈
挿
図
７
〉、
神
護
寺
所
蔵
一
切
経
経
帙
の
縁
裂
「
花
菱
鳥
襷
文
様
錦
」〈
挿
図
４
〉
と
二
種
類
の
「
唐
花
文
様
錦
」〈
挿
図
５
〉〈
挿
図
６
〉
を
文
様
の
種
類
別
に
分
類
す
る
と
、
・「
双
鳥
丸
文
様
錦
」
と
「
双
鳥
丸
に
蝶
文
様
錦
」
…
…
向
い
合
わ
せ
に
な
っ
た
鳥
の
丸
文
様
の
主
文
と
菱
形
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
。
・
二
種
類
の
「
唐
花
文
様
錦
」
…
…
主
文
副
文
の
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
花
と
唐
草
の
文
様
構
成
。
・「
花
菱
鳥
襷
文
様
錦
」
…
…
花
を
菱
形
に
配
置
し
、
枠
で
囲
っ
た
主
文
と
、
菱
形
の
花
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
。
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
他
に
平
安
様
緯
錦
の
例
と
し
て
、
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
所
蔵
の
『
古
錦
帖
』
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
平
安
様
緯
錦
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
古
錦
帖
』
は
元
々
京
都
の
東
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
仏
具
や
法
要
に
使
用
さ
れ
て
い
た
裂
四
七
点
を
貼
り
合
わ
せ
た
裂
帖
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
１１
〉、「
牡
丹
唐
草
文
様
錦
」〈
挿
図
１４
〉、「
華
唐
草
文
様
錦
」〈
挿
図
１５
〉、「
牡
丹
唐
草
に
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
１６
〉
の
四
点
の
平
安
様
緯
錦
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
蝶
鳥
雲
丸
文
様
錦
」
は
蝶
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
八
と
鷹
と
雲
が
そ
れ
ぞ
れ
向
か
い
合
っ
た
円
文
の
主
文
と
、
菱
形
の
華
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
で
あ
り
、
先
述
の
「
丸
文
様
の
主
文
と
菱
形
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
」
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
牡
丹
と
唐
草
が
優
美
な
「
牡
丹
唐
草
文
様
錦
」
と
、
花
も
葉
も
蔓
も
黄
色
一
色
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
華
唐
草
文
様
錦
」
は
、「
主
文
と
副
文
の
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
花
と
唐
草
の
文
様
構
成
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
牡
丹
に
丸
文
様
錦
」
は
、
組
織
が
く
ず
れ
て
丸
文
の
内
部
の
文
様
が
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
主
文
と
し
て
丸
文
を
横
一
列
に
配
置
し
、
間
を
牡
丹
の
花
と
唐
草
文
で
埋
め
た
文
様
構
成
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
。
こ
れ
は
、「
丸
文
様
の
主
文
と
菱
形
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
」
と
、「
主
文
と
副
文
の
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
花
と
唐
草
の
文
様
構
成
」
の
中
間
的
存
在
と
し
て
、
・
丸
文
の
主
文
と
、
面
を
埋
め
る
様
に
配
さ
れ
る
華
唐
草
文
様
と
の
組
み
合
わ
せ
文
様
に
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
に
番
号
を
つ
け
、
表
に
ま
と
め
る
と
〈
表
２
〉
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
。
で
は
、
遼
式
斜
紋
緯
錦
の
文
様
は
平
安
様
緯
錦
と
同
じ
よ
う
な
分
類
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
遼
の
染
織
品
生
産
の
背
景
ま
ず
遼
式
斜
文
緯
錦
の
文
様
の
分
類
を
行
う
前
に
、
遼
の
染
織
品
生
産
の
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
遼
式
斜
紋
緯
錦
は
、
遼
墓
か
ら
よ
く
出
土
す
る
為
に
「
遼
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
生
産
地
は
遼
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
契
丹
は
も
と
も
と
養
蚕
や
農
耕
に
適
さ
な
い
シ
ラ
・
ム
レ
ン
川
流
域
で
遊
牧
を
行
っ
て
い
た
遊
牧
民
族
で
あ
り
、
西
暦
九
〇
七
年
に
民
族
間
の
統
一
を
遂
げ
た
耶
律
阿
保
機
（
西
暦
八
七
二
年
│
九
二
六
年
）
が
契
丹
国
を
建
国
し
た
事
で
一
つ
の
国
と
な
っ
た
⑾
。
耶
律
阿
保
機
は
西
暦
九
一
六
年
に
皇
帝
を
称
し
太
祖
と
な
り
、
九
二
六
年
に
渤
海
を
滅
ぼ
し
勢
力
を
広
げ
た
。
皇
帝
を
継
い
だ
太
宗
は
西
暦
九
三
七
年
に
国
号
を
遼
に
あ
ら
た
め
、
西
暦
九
三
八
年
に
は
後
唐
を
滅
ぼ
す
後
晋
に
手
を
貸
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
燕
雲
一
六
州
を
割
譲
さ
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
五
九
せ
、
臣
従
の
礼
と
年
に
絹
三
〇
万
匹
の
歳
幣
を
誓
わ
せ
た
。⑿
以
降
契
丹
国
お
よ
び
遼
は
征
服
戦
に
よ
っ
て
多
数
の
漢
人
、
渤
海
人
、
高
麗
人
と
い
っ
た
農
耕
定
着
民
を
獲
得
し
、
遼
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
で
、
次
第
に
都
城
国
家
の
側
面
も
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
六
代
皇
帝
聖
宗
（
在
位：
西
暦
八
九
二
年
│
一
〇
三
一
年
）
の
治
世
頃
か
ら
シ
ラ
・
ム
レ
ン
川
流
域
以
南
の
河
耕
地
の
開
墾
が
す
す
み
、
今
ま
で
入
手
困
難
で
あ
っ
た
農
作
物
や
そ
の
他
生
活
必
要
物
資
を
容
易
に
獲
得
で
き
る
様
に
な
っ
た
遼
は
急
速
に
国
力
を
高
め
、
豊
か
で
強
力
な
国
家
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
農
耕
民
族
の
流
入
は
ま
た
、
大
凌
河
周
辺
を
中
心
と
し
た
養
蚕
の
創
始
に
も
つ
な
が
っ
た
。
漢
人
農
家
に
よ
る
副
業
的
紡
織
も
行
わ
れ
る
様
に
な
り
、
出
来
の
い
い
絹
糸
は
首
都
上
京
臨
潢
府
に
あ
る
綾
錦
院
と
い
う
官
営
工
場
で
織
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
遼
は
部
族
制
（
北
面
制
）
に
よ
る
遊
牧
民
族
と
州
県
制
（
南
面
制
）
に
よ
る
農
耕
民
族
が
構
成
す
る
二
元
的
な
国
家
と
な
り
、
こ
れ
は
政
治
面
に
も
反
映
さ
れ
北
枢
密
院
を
最
高
行
政
機
関
と
し
た
北
面
官
制
、
南
枢
密
院
を
最
高
機
関
と
し
た
南
面
官
制
と
に
分
か
れ
て
運
営
さ
れ
た
。
遼
の
二
元
制
は
文
化
や
風
俗
に
も
浸
透
し
て
い
た
。
礼
制
に
お
い
て
も
、
契
丹
民
族
の
土
着
信
仰
や
風
俗
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
儀
式
を
「
契
丹
儀
」
と
呼
び
、
朝
会
・
宴
遊
・
外
国
使
臣
の
謁
見
と
い
っ
た
唐
制
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
儀
式
を
「
漢
儀
」
と
呼
ん
で
執
り
行
っ
た
。⒀
こ
の
他
に
も
漢
詩
を
よ
み
、
孔
子
廟
を
建
て
、
道
教
や
仏
教
を
取
り
入
れ
る
等
、
遼
は
北
面
と
し
て
独
自
の
文
化
を
保
ち
つ
つ
も
南
面
と
し
て
唐
・
五
代
・
宋
の
文
化
を
盛
ん
に
取
り
入
れ
た
複
雑
な
文
化
を
持
つ
国
家
で
あ
っ
た
⒁
。
国
力
が
高
ま
り
最
盛
期
を
迎
え
た
聖
宗
の
治
世
、
遼
は
燕
雲
一
六
州
を
め
ぐ
っ
て
北
宋
と
対
立
し
、
文
治
主
義
を
と
っ
て
い
た
北
宋
に
武
力
で
挑
ん
だ
結
果
、
西
暦
一
〇
〇
四
年
澶
淵
の
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
、
年
二
〇
万
匹
の
絹
と
銀
一
〇
万
両
の
歳
幣
、
お
よ
び
擬
制
的
血
縁
関
係
に
よ
る
兄
弟
関
係
の
構
築
を
締
結
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
絹
は
袍
の
裏
地
に
使
う
よ
う
な
質
の
悪
い
絹
で
あ
っ
た
た
め
、
質
の
高
い
絹
を
得
る
た
め
に
遼
は
華
北
に
侵
入
し
、
織
師
や
工
芸
職
人
を
大
量
に
捕
ら
え
、
遼
へ
の
移
住
を
強
制
し
、
遼
で
の
製
作
活
動
を
強
要
し
た
。『
遼
史
』
巻
三
七
「
地
理
志
一
」
に
は
東
為
州
廨
及
諸
官
廨
舍
、
綾
錦
院
、
班
院
祇
候
、
蕃
漢
渤
海
三
百
人
、
供
給
内
府
取
索
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
〇
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
綾
錦
院
で
は
契
丹
人
以
外
の
漢
人
や
西
域
、
渤
海
人
が
三
〇
〇
人
も
働
い
て
い
た
事
が
分
か
る
。
後
晋
の
人
物
、
胡
嶠
が
著
書
『
陥
北
記
』
に
記
し
た
内
容
に
よ
る
と
、
所
謂
西
樓
也
。
西
樓
有
邑
屋
市
肆
、
交
易
無
錢
而
用
布
。
有
綾
、
錦
諸
工
作
、
宦
者
、
翰
林
、
伎
術
、
教
坊
、
角
觝
、
秀
才
、
僧
尼
、
道
士
等
、
皆
中
國
人
、
而
并
、
汾
、
幽
、
薊
之
人
尤
多
。
と
あ
り
、
上
京
臨
潢
府
の
綾
錦
院
で
働
く
人
は
ほ
と
ん
ど
が
並
（
現
在
の
山
西
省
太
原
）・
汾
（
現
在
の
山
西
省
汾
陽
）・
幽
（
現
在
の
北
京
周
辺
を
中
心
と
し
た
地
域
）・
薊
（
現
在
の
河
北
省
薊
縣
）
か
ら
来
た
漢
人
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
人
の
織
物
師
の
貢
献
に
よ
り
、
遼
時
代
の
初
期
か
ら
絹
織
物
の
生
産
は
大
幅
に
進
歩
し
、
様
々
な
技
法
の
絹
織
物
が
織
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
漢
人
の
技
術
で
も
っ
て
遼
式
の
文
様
を
織
り
あ
ら
わ
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。⒂
趙
豊
氏
は
二
〇
〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た
著
書
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
の
中
で
、「
鷹
鹿
雲
丸
文
様
刺
繡
裂
」〈
挿
図
１２
〉
な
ど
が
そ
の
例
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
契
丹
國
志
』
巻
二
一
「
南
北
朝
饋
獻
禮
物
」
に
は
、
遼
が
特
産
品
と
し
て
宋
に
送
っ
た
も
の
と
し
て
、
包
括
刻
絲
、
花
羅
、
透
背
、
細
綴
、
合
線

機
綾
、
紅
羅
匣
金
線
繡
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
遼
代
中
期
に
は
遼
国
内
で
の
絹
織
物
の
生
産
体
制
が
ず
い
ぶ
ん
と
整
え
ら
れ
て
い
た
事
が
伺
わ
れ
る
⒃
。
ま
た
澶
淵
の
盟
以
降
契
丹
人
は
、
漢
人
お
よ
び
そ
の
他
周
辺
国
の
織
物
職
人
が
自
国
内
生
産
す
る
絹
織
物
以
外
に
も
、
国
境
あ
た
り
で
宋
と
絹
織
物
の
貿
易
を
行
う
事
に
よ
っ
て
宋
の
絹
織
物
を
入
手
し
て
い
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
遼
墓
か
ら
出
土
し
た
染
織
品
で
あ
っ
て
も
、
宋
で
作
ら
れ
た
物
も
の
か
、
遼
で
作
ら
れ
た
も
の
か
の
判
別
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
遼
式
斜
紋
緯
錦
の
技
法
で
は
な
く
織
り
出
さ
れ
た
文
様
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
一
四遼
式
斜
紋
緯
錦
の
分
類
遼
式
斜
紋
緯
錦
の
遺
品
に
、
九
世
紀
の
作
例
と
考
え
ら
れ
る
個
人
蔵
の
「
宝
花
文
様
錦
」〈
挿
図
１７
〉
が
あ
る
。
こ
の
錦
は
趙
豊
氏
の
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
内
の
記
述
に
よ
る
と
花
の
直
径
が
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
大
柄
で
、
小
柄
な
文
様
が
多
い
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
に
は
珍
し
い
文
様
で
あ
る
。
趙
豊
氏
が
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
こ
の
主
文
の
大
き
さ
や
花
弁
に
ぽ
っ
て
り
と
し
た
丸
み
を
持
た
せ
た
宝
相
華
の
表
現
は
、
奈
良
様
緯
錦
に
表
さ
れ
る
大
柄
な
宝
相
華
文
様
に
共
通
す
る
〈
挿
図
１
│
ａ
〉⒄
。
お
そ
ら
く
「
宝
花
文
様
錦
」
は
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
か
ら
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
へ
織
技
が
移
り
変
わ
る
時
期
の
作
例
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
様
緯
錦
の
文
様
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
構
成
は
、
平
安
様
緯
錦
と
同
じ
く
表
２
の
分
類
に
当
て
は
め
る
と
、
①
の
「
丸
文
様
の
主
文
と
、
菱
形
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
」
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
年
代
が
明
確
に
分
か
る
遼
式
斜
紋
緯
錦
の
中
で
一
番
古
い
九
世
紀
の
記
録
を
持
つ
法
門
寺
地
宮
出
土
の
「
鸚
鵡
文
様
錦
」
も
①
の
分
類
で
あ
る
。
平
安
様
緯
錦
の
な
か
で
一
番
古
い
年
紀
を
と
も
な
う
清
涼
寺
所
蔵
の
「
双
鳥
丸
文
様
錦
」
も
①
の
分
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
丸
文
様
の
主
文
と
菱
形
の
副
文
に
よ
る
文
様
構
成
は
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
中
で
も
最
も
古
い
文
様
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
趙
豊
氏
は
唐
か
ら
遼
に
か
け
て
の
単
位
文
様
の
変
化
を
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
の
中
で
、
唐
代
に
連
珠
や
花
唐
草
で
囲
ま
れ
た
丸
文
と
副
文
の
組
み
合
わ
せ
文
様
が
流
行
し
、
遼
代
に
も
そ
の
丸
文
の
流
行
は
継
続
し
た
が
丸
文
の
枠
に
変
化
が
起
こ
り
、
主
文
副
文
が
結
合
し
始
め
る
、
と
述
べ
て
い
る
⒅
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
主
副
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
し
た
文
様
構
成
で
あ
る
分
類
①
は
、
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
影
響
の
残
る
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
中
で
は
古
い
形
式
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
杭
州
中
国
シ
ル
ク
博
物
館
所
蔵
の
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
の
作
と
考
え
ら
れ
る
裙
に
使
用
さ
れ
て
い
る
遼
式
斜
紋
緯
錦
「
連
珠
四
鳥
文
様
錦
」〈
挿
図
１８
〉
も
①
に
分
類
さ
れ
る
。「
連
珠
四
鳥
文
様
錦
」
は
、
連
珠
に
縁
取
ら
れ
た
丸
文
の
主
文
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
二
と
、
菱
形
の
線
の
中
に
収
め
ら
れ
た
十
字
形
の
花
に
よ
る
副
文
の
構
成
で
あ
る
。
主
文
の
中
は
、
副
文
の
内
部
に
収
め
ら
れ
た
花
と
似
た
形
状
の
十
字
形
の
花
が
中
央
に
配
さ
れ
、
そ
の
十
字
に
よ
り
丸
文
内
が
四
方
向
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
区
画
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
一
羽
ず
つ
、
計
四
羽
の
鳥
が
向
か
い
合
う
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
文
様
が
、
遼
の
大
臣
で
あ
っ
た
耶
律
羽
之
（
西
暦
八
九
〇
年
│
九
四
一
年
）
の
墓
か
ら
出
土
し
た
「
方
格
紋
地
に
四
鳥
花
文
様
錦
」〈
挿
図
１９
〉
に
見
ら
れ
る
。⒆
文
様
は
、
や
は
り
中
央
に
十
字
状
の
花
が
お
か
れ
、
区
分
さ
れ
た
丸
文
内
の
四
箇
所
に
は
四
羽
の
鳥
が
そ
れ
ぞ
れ
向
か
い
合
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
四
羽
の
鳥
は
「
連
珠
四
鳥
文
様
錦
」
と
は
違
い
羽
ば
た
い
た
様
子
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
点
同
じ
耶
律
羽
之
の
墓
か
ら
同
様
の
「
雪
花
に
四
鶴
文
様
錦
」〈
挿
図
２０
〉
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
丸
文
様
の
中
で
鳥
が
四
羽
向
か
い
合
っ
て
い
る
図
案
は
、
遼
代
早
期
の
一
〇
世
紀
中
頃
に
流
行
し
た
文
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
連
珠
四
鳥
文
様
錦
」
と
「
方
格
紋
地
に
四
鳥
花
文
様
錦
」、「
雪
花
に
四
鶴
文
様
錦
」
と
の
間
に
は
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。「
方
格
紋
地
に
四
鳥
花
文
様
錦
」、「
雪
花
に
四
鶴
文
様
錦
」
は
部
分
の
描
き
起
こ
し
か
ら
全
体
像
を
推
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
背
景
に
細
か
な
幾
何
学
文
様
が
一
面
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
丸
文
の
主
文
と
面
を
埋
め
る
様
に
文
様
が
配
さ
れ
る
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
の
②
へ
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
丸
文
様
の
中
に
四
羽
の
鳥
が
配
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
図
像
は
共
通
す
る
が
、
文
様
の
パ
タ
ー
ン
に
は
変
化
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
文
様
が
、
遼
式
斜
紋
緯
錦
に
類
す
る
組
織
で
あ
る
個
人
蔵
の
「
鳥
に
花
の
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
２１
〉
と
「
鳥
花
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
２２
〉
に
も
見
ら
れ
る
。「
鳥
に
花
の
丸
文
様
錦
」
は
地
文
に
菱
形
文
様
が
見
ら
れ
る
の
で
②
に
、「
鳥
花
丸
文
様
錦
」
に
は
背
景
と
な
る
地
文
が
見
ら
れ
な
い
が
、
副
文
も
な
い
の
で
②
に
分
類
す
る
。「
鳥
に
花
の
丸
文
様
錦
」
は
丸
文
の
一
部
が
破
損
し
、
図
像
の
全
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
十
字
状
の
花
が
円
文
様
の
中
央
に
あ
り
、
四
羽
の
羽
ば
た
い
た
鳥
が
向
か
い
合
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
図
案
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
丸
文
の
縁
取
り
に
は
優
美
な
牡
丹
唐
草
文
様
が
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
平
面
的
で
の
っ
ぺ
り
と
し
た
印
象
の
牡
丹
の
花
や
、
丸
み
の
あ
る
表
現
で
あ
り
な
が
ら
葉
先
を
き
ゅ
っ
と
尖
ら
せ
た
牡
丹
唐
草
の
葉
の
描
き
方
は
、
西
暦
九
二
〇
年
頃
に
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ト
ル
キ
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
「
彩
色
木
簡
」〈
挿
図
２３
〉
の
牡
丹
唐
草
の
表
現
に
共
通
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
三
す
る
。
こ
の
ど
こ
か
寸
詰
ま
っ
た
よ
う
な
、
平
面
的
な
表
現
の
牡
丹
唐
草
は
、
遼
代
の
様
々
な
壁
画
や
墓
の
装
飾
、
工
芸
品
の
装
飾
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
文
様
で
あ
る
。
な
お
、『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
の
中
で
趙
豊
氏
は
、
牡
丹
文
様
の
流
行
は
晩
唐
に
始
ま
り
、
遼
代
を
経
て
、
南
宋
や
元
で
非
常
に
好
ま
れ
る
モ
チ
ー
フ
と
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
⒇
。
遼
式
斜
紋
緯
錦
「
鳥
に
花
の
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
２１
〉
の
牡
丹
唐
草
文
様
の
表
現
は
、
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
所
蔵
の
平
安
様
緯
錦
「
牡
丹
唐
草
に
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
１６
〉
の
牡
丹
唐
草
文
様
に
も
共
通
す
る
。
こ
の
錦
は
丸
文
内
の
組
織
の
劣
化
が
激
し
く
文
様
が
判
別
で
き
な
い
が
21
、
横
一
列
に
並
ん
だ
丸
文
と
、
そ
の
間
を
埋
め
尽
く
す
遼
代
の
特
徴
的
な
牡
丹
唐
草
文
様
は
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
二
点
の
錦
を
並
べ
比
較
す
る
と
、
唐
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
丸
い
主
文
と
副
文
の
関
係
が
崩
れ
た
時
期
に
、
牡
丹
唐
草
文
様
の
出
現
時
期
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
丸
文
と
副
文
の
組
み
合
わ
せ
の
関
係
が
、
丸
文
と
面
を
埋
め
尽
く
す
牡
丹
唐
草
文
の
組
み
合
わ
せ
に
変
化
し
て
ゆ
く
様
子
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
、
②
に
分
類
さ
れ
る
裂
と
し
て
、
聖
護
院
所
蔵
智
証
大
師
像
の
胎
内
に
納
入
さ
れ
た
『
入
唐
求
法
目
録
』
の
袋
裂
「
牡
丹
に
七
宝
文
様
錦
」〈
挿
図
２４
〉
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
ち
ら
は
丸
文
の
配
置
が
互
の
目
状
で
あ
っ
た
り
、
牡
丹
唐
草
の
配
置
が
曲
線
的
に
な
っ
て
い
た
り
と
若
干
の
変
化
も
見
ら
れ
、
製
作
年
代
の
微
妙
な
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現
時
点
で
は
こ
の
二
裂
の
時
代
の
前
後
は
解
明
で
き
て
お
ら
ず
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
研
究
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
「
牡
丹
唐
草
に
丸
文
様
錦
」〈
挿
図
１６
〉
や
「
牡
丹
に
七
宝
文
様
錦
」
の
牡
丹
唐
草
は
、「
主
文
副
文
の
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
花
と
唐
草
の
文
様
構
成
」
で
あ
る
分
類
③
の
、
神
護
経
帙
縁
裂
の
二
種
類
の
「
唐
花
文
様
錦
」〈
挿
図
５
〉〈
挿
図
６
〉
や
、
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
所
蔵
の
「
牡
丹
唐
草
文
様
錦
」〈
挿
図
１４
〉
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
遼
代
の
特
徴
的
な
牡
丹
唐
草
文
様
で
あ
り
、「
丸
文
の
主
文
と
面
を
埋
め
る
様
に
地
文
を
配
置
す
る
」
分
類
②
か
ら
丸
文
が
消
え
、
牡
丹
唐
草
の
み
で
面
を
埋
め
る
様
式
に
変
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
元
代
早
期
（
一
三
世
紀
）
に
唯
一
見
ら
れ
る
個
人
蔵
の
遼
式
斜
紋
緯
錦
「
牡
丹
唐
草
文
様
錦
」〈
挿
図
２５
〉
の
文
様
が
、
主
文
副
文
の
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
牡
丹
唐
草
の
文
様
で
あ
る
事
か
ら
も
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
中
で
も
牡
丹
唐
草
を
展
開
し
た
文
様
は
時
代
が
下
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
四
まと
め
以
上
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
変
容
を
た
ど
っ
た
と
こ
ろ
、
・
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
、
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
か
ら
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
に
変
化
し
た
。
・
初
期
の
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
は
、
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
主
文
と
副
文
を
重
視
し
た
文
様
配
置
を
踏
襲
し
、
円
文
様
と
菱
形
の
組
み
合
わ
せ
文
様
で
あ
っ
た
。
・
一
〇
世
紀
中
頃
か
ら
主
文
と
副
文
の
関
係
が
崩
壊
し
始
め
、
丸
文
の
主
文
と
面
を
埋
め
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
華
唐
草
文
様
と
の
組
み
合
わ
せ
文
様
が
流
行
し
た
。
・
遼
が
滅
亡
す
る
一
一
世
紀
後
半
頃
か
ら
一
三
世
紀
頃
に
か
け
て
起
こ
っ
た
牡
丹
唐
草
文
様
の
流
行
に
合
わ
せ
て
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
か
ら
丸
文
が
消
え
、
牡
丹
唐
草
を
一
面
に
配
置
す
る
文
様
表
現
が
主
と
な
っ
た
。
と
い
う
四
点
が
判
明
し
た
。
今
回
は
文
様
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
に
は
一
部
ご
く
わ
ず
か
に
顕
文
経
の
動
き
が
異
な
る
錦
が
あ
り
、
組
織
の
観
点
か
ら
も
系
統
立
て
た
分
類
を
行
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
は
本
稿
で
解
明
し
た
時
代
ご
と
に
み
ら
れ
る
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
の
文
様
の
違
い
を
、
組
織
の
問
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。
〈
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一
〇
回
日
本
美
術
史
に
関
す
る
国
際
大
学
院
生
会
議
JA
W
S
10
」（
助
成：
公
益
財
団
法
人
石
橋
財
団
・
公
益
財
団
鹿
島
美
術
財
団
・
公
益
財
団
法
人
平
和
中
島
財
団
・
平
成
二
四
年
度
文
化
庁
芸
術
振
興
費
補
助
金
、
幹
事：
東
京
藝
術
大
学
）
で
行
っ
た
口
頭
発
表
の
内
容
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。〉
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
五
注⑴
横
張
和
子
、
長
澤
和
俊
『
絹
の
道
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
染
織
史
』
二
〇
〇
一
年
一
月
講
談
社
⑵
西
村
兵
部
「
紋
織
の
系
譜
」『
日
本
染
織
藝
術
叢
書
紋
織
Ⅱ
』
一
九
七
一
年
芸
艸
堂
⑶
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
、
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
七
頁
⑷
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
、
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
、
河
上
繁
樹
「
わ
が
国
に
お
け
る
錦
組
織
の
展
開
」『
伝
統
的
先
染
紋
織
物
の
綜
合
的
復
元
倭
錦
と
高
機
の
変
遷
現
代
西
陣
織
物
産
業
の
動
向
と
技
術
・
技
能
問
題
』
二
〇
〇
三
年
日
本
伝
統
織
物
保
存
研
究
会
、
河
上
繁
樹
「
平
安
時
代
の
錦
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
│
中
国
染
織
の
受
容
と
和
様
化
│
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
一
九
号
二
〇
〇
九
年
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
刊
行
会
醍
醐
書
房
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑸
な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
平
安
様
緯
錦
」
と
「
遼
式
斜
紋
緯
錦
」
は
同
一
の
組
織
を
指
す
が
、
本
論
で
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
時
点
で
日
本
に
存
在
し
た
日
本
伝
来
の
裂
を
平
安
様
緯
錦
、
近
年
の
発
掘
に
よ
り
中
国
か
ら
出
土
し
た
裂
を
遼
式
斜
紋
緯
錦
と
使
い
分
け
て
表
記
す
る
。
両
方
を
指
す
場
合
は
、
織
組
織
の
名
称
「
準
複
様
三
枚
綾
組
織
緯
錦
」
を
使
用
す
る
。
⑹
黒
水
城
遺
跡
は
、
タ
ン
グ
ー
ト
族
が
中
国
の
西
北
部
に
建
国
し
た
西
夏
王
国
（
西
暦
一
〇
三
二
年
│
一
二
二
七
年
）
の
遺
跡
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
も
、
元
代
（
西
暦
一
二
七
一
年
│
一
三
六
八
年
）
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
⑺
河
上
繁
樹
「
わ
が
国
に
お
け
る
錦
組
織
の
展
開
」『
伝
統
的
先
染
紋
織
物
の
綜
合
的
復
元
倭
錦
と
高
機
の
変
遷
現
代
西
陣
織
物
産
業
の
動
向
と
技
術
・
技
能
問
題
』
二
〇
〇
三
年
日
本
伝
統
織
物
保
存
研
究
会
、
河
上
繁
樹
「
平
安
時
代
の
錦
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
│
中
国
染
織
の
受
容
と
和
様
化
│
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
一
九
号
二
〇
〇
九
年
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
刊
行
会
醍
醐
書
房
⑻
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
九
八
頁
⑼
島
田
正
郎
『
契
丹
国
│
│
遊
牧
の
民
キ
タ
イ
の
王
朝
』
一
九
九
三
年
東
方
書
店
二
六
頁
⑽
拙
稿
「
文
献
に
見
る
「
唐
錦
」
の
変
容
」『
服
飾
美
学
』
第
五
五
号
二
〇
一
二
年
九
月
服
飾
美
学
会
⑾
島
田
正
郎
『
遼
朝
史
の
研
究
東
洋
法
史
論
集
二
』
一
九
七
九
年
創
文
社
五
│
八
頁
⑿
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
九
八
頁
⒀
島
田
正
郎
『
遼
朝
史
の
研
究
東
洋
法
史
論
集
二
』
一
九
七
九
年
創
文
社
一
二
│
二
七
頁
、
三
四
│
四
二
頁
、
四
七
│
五
二
頁
、
四
〇
〇
│
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
六
四
一
九
頁
⒁
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
一
│
一
二
頁
⒂
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
三
│
一
六
頁
⒃
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
三
頁
⒄
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
一
三
六
・
一
三
七
頁
⒅
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
七
〇
頁
な
お
原
文
は
中
文
お
よ
び
英
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
稿
内
の
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
要
約
で
あ
る
。
⒆
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
実
物
の
確
認
や
写
真
の
入
手
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
ど
の
よ
う
な
組
織
の
錦
な
の
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
⒇
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
一
五
六
頁
原
文
（
中
文
・
英
文
）
を
も
と
に
筆
者
が
要
約
し
た
。
21
丸
文
内
の
図
様
の
判
別
は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
遼
代
か
ら
金
代
に
か
け
て
流
行
し
た
葉
と
花
と
の
円
文
様
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
参
考：
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
二
二
二
頁
〈
図
版
出
典
一
覧
〉
挿
図
１
ａ：
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
／
ｂ：
西
村
兵
部
『
日
本
染
織
叢
書
紋
織
Ⅱ
』
一
九
七
一
年
／
ｃ：
西
村
兵
部
『
日
本
染
織
叢
書
紋
織
Ⅱ
』
一
九
七
一
年
挿
図
２
河
上
繁
樹
氏
撮
影
挿
図
３
『
日
本
の
染
織
』
第
二
巻
一
九
八
〇
年
中
央
公
論
社
挿
図
４
│
６
西
村
兵
部
『
日
本
染
織
芸
術
叢
書
紋
織
Ⅱ
』
一
九
七
一
年
芸
艸
堂
挿
図
７
京
都
国
立
博
物
館
編
『
日
本
の
染
織
│
技
と
美
│
』
一
九
八
七
年
京
都
書
院
挿
図
８
趙
豊
『
遼
代
絲
 
L
IA
O
T
E
X
T
IL
E
&
C
O
S
T
U
M
E
S
』
二
〇
〇
四
年
沐
文
堂
美
術
出
版
社
挿
図
９
趙
豊
『
織
綉
珍
品
T
R
E
A
S
U
R
E
S
IN
S
IL
K
』
一
九
九
九
年
藝
紗
堂
挿
図
１０
挿
図
８
に
同
じ
挿
図
１１
河
上
繁
樹
氏
撮
影
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
七
挿
図
１２
挿
図
８
に
同
じ
挿
図
１３
│
１６
河
上
繁
樹
氏
撮
影
挿
図
１７
・
１８
挿
図
９
に
同
じ
挿
図
１９
・
２０
挿
図
８
に
同
じ
挿
図
２１
・
２２
筆
者
撮
影
挿
図
２３
九
州
国
立
博
物
館
編
展
覧
会
図
録
『
草
原
の
王
朝
契
丹
│
美
し
き
３
人
の
プ
リ
ン
セ
ス
│
』
二
〇
一
一
年
西
日
本
新
聞
社
挿
図
２４
西
村
兵
部
『
日
本
染
織
芸
術
叢
書
紋
織
Ⅱ
』
一
九
七
一
年
芸
艸
堂
挿
図
２５
挿
図
９
に
同
じ
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│
表 2 準複様三枚綾組織緯錦文様分類表
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
八
挿図 3 双鳥丸文様錦
10世紀 清凉寺所蔵
挿図 1 日本伝来の複様綾組織緯錦
挿図 2
日本伝来の複様
綾組織緯錦の組織
挿図 6 唐花文様錦②
12世紀 神護寺所蔵
挿図 5 唐花文様錦①
12世紀 神護寺所蔵
挿図 4 花菱鳥襷文様錦
12世紀 神護寺所蔵
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
六
九
挿図 9 黒水城遺跡出土錦
12−13世紀
挿図 8 鸚鵡文様錦
9世紀 法門寺博物館所蔵
画像はデジタル復元
挿図 7 双鳥丸に蝶文様錦
12世紀 厳島神社所蔵
挿図 11−b 鳥部分 挿図 11−a 蝶鳥雲丸文様錦
平安時代 文化学園服飾博物館所蔵
挿図 10 《揮扇仕女圖》
唐末 唐周昉画
挿図 13 双鳥文様錦遼
個人蔵
挿図 12 鷹鹿雲丸文様刺繍裂
10世紀
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
七
〇
挿図 14 牡丹唐草文様錦
平安時代 文化学園服飾博物館所蔵
挿図 15 華唐草文様錦
平安時代 文化学園服飾博物館所蔵
挿図 16 牡丹唐草に丸文様錦
平安時代 文化学園服飾博物館所蔵
挿図 18 連珠四鳥文様錦
10−11世紀 杭州中国シルク博物館蔵
挿図 17 宝花文様錦
9世紀 個人蔵
挿図 20 雪花に四鶴
花文様錦 10世紀
挿図 19 方格紋地に四鳥
花文様錦 10世紀
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
七
一
挿図 21−b 部分 挿図 21−a 鳥に花の丸文様錦 遼 個人蔵
挿図 22−b 部分 挿図 22−a 鳥花丸文様錦 遼 個人蔵
挿図 24 牡丹に七宝文様錦
11−12世紀 聖護院所蔵
挿図 23 彩色木棺 10世紀前半
内蒙古文物考古博物館所蔵
挿図 25 牡丹唐草文様錦 13世紀 個人蔵
遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い
て
七
二
